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年頭のご挨拶

　皆様、明けましておめでとうございます。
日頃から、熊本中央病院との連携につきまして多大なご
協力を賜り心よりお礼を申し上げます。　
　昨年より「くまちゅうNAVI」として新しく広報誌を発刊
し、今回で第4号になります。これからも、今以上に病院
の最新のトピックスなどより充実した内容を提供していきた
いと考えております。また、地域医療画像連携ネットワー
クシステム「くまちゅう画像ネット」の方も現在まで50医療機
関に参加して頂いております。連携先医療機関の端末
で画像・レポート閲覧やCTやMRIの予約が可能であり、
大変便利になったと好評であります。最終的には100以
上の医療機関とオンライン画像連携を結ぶことで、連携
の輪を拡げ、日常診療のツールとして貢献できることを願っ
ております。
　ところで、昨年10月23日から2日間､ 第62回共済医学会
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熊本中央病院 広 報 誌

  ■第 62 回共済医学会開催の報告 10/23 ㈬ ・10/24 ㈭

くまちゅうNAVI

をホテル日航熊本で25年ぶりに開催いたしました。学会総
合テーマは「医療連携と機能分化～ win・winの関係を目
指して～」で全国から約1,000名の参加者がありました。特
別講演としてエイズ研究で国際的に有名な満屋裕明熊本
大学医学部附属病院教授、「悩む力」などの著者で熊本
出身の姜尚中聖学院大学教授、病院経営の専門家であ
る東京大学政策ビジョン研究センターの尾形裕也教授に
講演いただき、さらに “くまモン”も会場に駆けつけ、大盛
況のうちに幕を閉じることができました。この学会で当院の
方針である「医療連携と機能分化」すなわち皆様方の医
療機関とお互いに協力・連携し、その結果として「win-win
の関係になること」がアピール出来たと思っております。
　今年は午年で飛躍の年とも言われていますが、当院
としてはよりレベルの高い医療が提供できるように放射線
治療機器（リニアック）の新規更新やMRIのバージョンアッ
プなどを予定しております。これからも地域医療機関か
ら信頼されるように、志を高くして品格のある質の高い
誠実な医療を効率よく効果的に提供していきたいと考え
ております。
　今後ともご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。
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第��ճࡁڞ医学会を։࠵しましたのでご報ࠂகしま

すɻこの学会は౰院の経営฼ମであるࠃ家ެ ຿員ࡁڞ
૊߹࿈߹会にॴଐする全ࠃ��の医療ؔػ による持ちճ
りで։࠵される学ज़ू 会でありɺ౰グルʔプに勤຿する
医ࢣɺࢣޢ؃౳の他ɺ֤ লࡁڞ૊߹の医療ؔ ऀ܎ ౳が
参Ճしてຖ年行われているものですɻ

　
ಛผߨԋᶗではɺຬ԰༟໌ 熊大ڭतよりʮࠓまでڪれ

られてきた̝ ̞̫ 感છ঱も医学の進歩で࣏療法が֬ ཱ
されつつあるʯという಺༰をΞϝリΧでの自਎のڀݚをަ
えながらઆ໌ して௖きましたɻಛผߨԋᶘではɺᇙঘ中
੟学院大ڭतよりՆ目ᕸੴの生֔ に৮れながらʮ他人の
意見にࣖ を܏けつつ他人の意見にはછまらない自ཱ が
ඞ要ɻਅん中を行けʯという言葉でɺ一人ひとりが自਎

の考えを持つことの大੾さを
఻えて௖きましたɻಛผߨԋ
ᶙではɺඌܗ༟໵東大ڭतか
らʮ医療ɾհޢの長期ビδϣϯ
と病院経営ʯについてごߨԋ
௖いた他ɺʠϛογϣϯɾビδϣ
ϯɾスτラςδʔʡというΩʔ
ϫʔυを༻いてɺ૊৫にとͬ
て೗Կにϛογϣϯが重要で
あるかを౰院のӡ営事ྫ を༻
いながらղઆを௖きましたɻまたɺࠓճ�つのγϯϙδ
΢Ϝで׆発な౼࿦が行われるなͲ全���୊のԋ୊発ද
がありɺ֤職छから日ࠒのڀݚの成果が発දされましたɻ

ಛผߨԋᶘ
ᇙঘ中੟学院大学ڭत
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小児科のご紹介小児科

小児科部長　中
なかむら

村　俊
としろう

郎　
౰院খࣇՊはฏ成��年�݄からɺ医ࢣが�人૿ えて�人

ମ੍ となりましたɻそれに൐いै དྷの一ൠࠞ ߹病౩からɺ
খࣇՊઐ໳病౩へとମ੍ が変わりましたɻ熊本ࢢ಺には熊
本大学医学部ෟଐ病院をはじめɺখࣇՊઐ໳病౩を持つ
施ઃが౰院をؚ め�施ઃありますɻそれͧ れがڝい߹うと
いうよりもɺ֤ 施ઃがಛ௃を出し߹ͬて熊本ࢢ಺にݶらずɺ
熊本ݝ全ମのখࣇ医療のϨϕルΞοプを心がけておりま
すɻ౰Պの場߹大きく分けて�
二ٸٹ࣍病院としてのੑٸ

�ɺױ࣬಺分ൻ
ਛൻ೘ثを中心としたຫੑ の�つをױ࣬

பとした医療を行ͬておりますɻ

　
ٸੑ ɺຫੑ 両方の医療を୲ͬていることもありɺೖ院঺

հで最も多い主ૌの一つが発೤ですɻ�年લにෝ೚して思ͬ
たことはɺ։業医のઌ生からの೤ݯਫ਼ࠪ ґ頼の঺հが非常
に多いことでしたɻ์ ઢࣹՊ΍ࠪݕ ՊなͲのහ଎で正֬ な
対応もありɺ೤ݯ同定が的֬ に行えるのが౰院のϝリοτ
ですɻຖ݄ 第�໦༵ 日に։࠵しておりますh熊本খࣇՊ࠙ ࿩
会ɦで発දするػ会がありɺաڈ�年間の不໌ ೤をまとめて
みましたɻਤ�にࣔしますように不໌ ೤の年ྩ 分෍では࠽�
ҎԼが最多でしたɻʮ௧いʯとかʮ気分がѱいʯなͲの言葉を
発さないೕࣇではɺ೤ݯ不໌ でࠔ࿭される։業医のઌ生が
多いことを൓өしていると思いますɻਤ�は࣬ し౼ݕผにױ
た不໌ ೤の೤ݯですɻ最も多かͬたのは΍はりثٵݺ感છ
঱でしたɻ঺հ時にはさ́Ͳ֏ᅉなͲثٵݺ঱ঢ়はなかͬ
たもののɺ༌ӷをしているうちに঱ঢ়がݦ著になͬてきたɺ
あるいはϨϯτήϯでもਁ ५Өが໌ に֬なͬた঱ྫ ౳ですɻ

りでは他ݶが஌るࢲに多かͬたのは೘࿏感છ঱ですがɺ࣍
ެཱ 病院よりもൺ཰が高いと思いますɻલ೚はݹ੉ত夫ઌ
生で日本のখࣇਛଁ 病第一人ऀ とධされる方ですのでɺै
དྷからਛൻ೘ثਫ਼ࠪ は積ۃ的に行われてきましたɻ不໌ ೤
の場߹も೘࿏ݕࠪܥ が਺多く行われてきた事が高ൺ཰の理
༝の一つと思われますɻ不໌ ೤ऀױ に対してはඞずݕ೘を
行いɺ࠾೘するまでは原則として߅生ࡎは౤༩しませんɻͲ
うしても࠾೘できないࣇにはɺ導೘して೘ഓཆを提出する事
もありますɻしかし現ঢ়では঺հલに߅生ࡎが౤༩してある
έʔスが多くɺそのような঱ྫ ではたとえ೘࿏感છ঱がଘ在
していても೘ഓཆは陰ੑ のことが多いのが事実ですɻ߅生ࡎ
選択で೰まなければなりませんのでɺ発೤ଈ߅生ࡎ౤༩とい
うྲྀれは೘࿏感છにݶらず再考すべきかもしれませんɻ

　
年ۙ૿ Ճ޲܏にある઒࡚ 病も不໌ ೤の原因として重要な

Ґஔを઎めますɻ༗೤期間が長い́Ͳףಈ຺ ᚅをܗ成する
Մೳੑ が高くなりますがɺಛにখࣇՊҎ֎のઌ生が౰࣬ ױ
をみられた場߹ɺなかなか਍断がつかず重঱౓が૿ したঢ়
ଶで঺հされることもありますɻ࣏療としてద੾な時期にЍ
グϩϒリϯ大ྔ 療法を行えばɺףಈ຺ ᚅ発生はܹ しますݮ
ので早めに঺հ௖ければと思いますɻਤ�にありますようにɺ
不໌ ೤ऀױ でහ଎ࠪݕ を行い΢Οルス感છが֬ ೝされるこ
ともしばしばですɻ現在は֤ छΩοτが出ճͬていますのでɺ
それをͬ࢖て積ۃ的に਍断される։業医のઌ生もおられま
すɻখࣇ不໌ ೤はଁ ผではなくɺ全਎の஌識がないと਍ث
断できませんɻ皆様から঺հ௖いたऀױ 様をڭՊॻとしてɺ
上心を持ͬて勉強させて௖きますɻさらに学んだ事޲もޙࠓ
はɺ熊本খࣇՊ࠙ ࿩会にて঺հݩにϑΟʔυόοΫさせてい
くよう心ֻ けたいと思いますɻ

　
খࣇ病౩が創ઃされたのと時期を同じくしてɺ౰院�֊Τ

Ϩϕʔλʔགྷり場にतೕࣨ を作りましたɻࠓまでは੺ちΌん
を๊ えたお฼さんがɺたまたま空いた਍ࣨ࡯ ΍૬ஊࣨ でत
ೕされていましたɻこれからは໌ るいतೕࣨ でゆͬくりඒຯ
しい฼ೕをࣇに༩えることができますɻ౰院にདྷられるػ
会がありましたらɺごཡ௖ければと思いますɻ
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熊本中央病院の小児病棟小児科

西病棟６階看護師長 笹
ささもと

本好
よ り こ

里子
　
ฏ成��年�݄から੢�病౩にʮখࣇ病౩ʯが発଍しまし

たɻখࣇՊҎ֎のࡀ��ະຬのখࣇがೖ院することになりɺ
これまで֎Պɺ؟Պɺൻ೘ثՊɺ੔ܗ֎ՊɺثٵݺՊの
病౩になͬたことでɺ大人のࣇがೖ院されましたɻখࣇױ
ױऀ さんにࠞ じͬてೖ院するのではなくɺࣇが同じ部԰で
աごすことがՄೳとなりましたɻࢠͲもたちɺ਌ޚさん同࢜
がつながりをもͬてॿけ߹いながらɺそれͧ れの不̓ ݮܰ
になͬ ているようですɻೖ院生׆がࢠͲもに༩えるӨڹは
様々 ですがɺスτϨスがগなくɺࣇのଚݫがอたれるよう
に഑ྀ していきたいと考えていますɻ

　
またɺ�݄からはอҭ࢜が職員としてՃわりましたɻ感છ
঱ִ 離でないݶりɺ一人ひとりのχʔζに応じて対応して
いますɻอҭを௨してࢠͲもたちのসإが૿ えɺอҭ࢜の
հೖがࣇにとͬて大変重要なことであると௧感していますɻ
これからもスλοϑ一同ʮࣇに΍さしいงғ気作りとԹかい
έΞの提供ʯに努めてまいりますɻ

　
��年間ɺอҭԂ勤຿を経てࡀ�時から年長ࣇまでडけ持ͬてきましたɻ
Ԃ生׆を௨し༡ͼ΍ӡಈɺ行事なͲを経ݧしながらࢠͲもたちが成長して
いく࢟はとてもً いておりɺࢠͲも΍อऀޢ の方々とتͼをڞ༗してきまし
たɻこれまでのさまざまな経ݧを病౩อҭに生かしていきたいと思ͬてい

ますɻϕουサΠυ΍プϨΠルʔϜでのֆ本΍ࣳࢴ અに߹わせた੍قのಡみฉかせɺډ 作׆ಈ΍
༡ͼをऔりೖれɺࢠͲもたちが๛かな生׆経ݧができるようにอҭを行ͬていますɻೖ院生׆に
対する不̓ ΍スτϨスを和らげɺࢠͲもたち΍ご家଒にとͬて病院での生׆が̓ 心できる場になる
ように日々のふれあいを大੾にしɺࢠͲもたちが心からসإになれるように心がけていますɻ

ڙͨࢠ̠ のͪ࡞඼Λࣔܝ ൘ͳͲに০ͬ ͍ͯ ·͢

　
プϨΠルʔϜɺϕουサΠυでࢠͲもたちと一ॹに作成した੾りֆなͲを掲ࣔ していますɻ

Ӄ̠಺ֶ ڃ

　
�ि間Ҏ上のೖ院期間を要すࣇױはɺ現在௨ͬている学ߍからసߍができますɻܚ徳খ学ߍɺ౻Ԃ中学ߍよりઌ生
方がࣨڭ にདྷられてत業をされますɻ

保育士の
桑
くわ

田
だ

　直
なお

美
み

です
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せぐち小児科クリニック　院長　瀬
せ ぐ ち

口　聖
せ い し

史 先生

Ϋ̠ϦχοΫにͭ ͍ͯ ڭ͑ ͯͩ͘͞ ɻ͍

　
਍療時間は݄ か༵ら金༵ のே�時から༦方�時までɺ

ਫ༵と౔༵ はޙޕからٳ਍ですɻ్ 中ೕ݈ࣇ ਍΍༧๷઀
छの時間をઃけていますɻ਍療は༧໿੍ でɺ待߹ࣨ のϞ
χλʔにはऀױ さんのॱ ൪がදࣔ されるようになͬてい
ますɻࠪݕ については基本的に֎஫ですがɺϔϞグラϜ
と$31ɺݕ೘はす͙ に݁ 果が判るよう自院でおこなͬて
おりますɻスλοϑはࢲҎ֎にࢣޢ؃�人ɺड෇事຿が�
人ɺあとは࠺が事຿をしていますɻ

ର̠৅೥ྸ ͸ࡀ�ʙதֶ ੜ·ͰͰ͢ ʁ͔

　
いえɺ年ྸ Պでもࣇはಛにઃけておりませんɻখݶ੍

大人になͬて਍るέʔスはありますɻಛにてんかん΍ᄶ
ଉのऀױ さんが多いですねɻたまにご家଒からʮԿࡀま
でདྷていいですかʁʯとฉかれることがありますがɺʮஏず
かしいから行かないʯと本人が言うまでͲうͧと౴えてい
ますɻそのうちݏになる年ྸ がくるのでʜɻ

ଟ͍ظ࣌のࠓ̠ ױऀ Μ͞͸ʁ·ͨɺऀױ Μ͞͸Ͳͪ Β͔Β
ଟ͕͍ Ͱ͢ ɻ͔

　
ΠϯϑルΤϯβもগし出ていますがɺ1.���がܹࢗ と
なり֏のૌえでདྷ院するέʔスが૿ えていますɻऀױ さ
んのຆͲはۙ のྡ方ですねɻंでདྷられる方が多いのでɺ
றं 場が幸い޿く֬อできたのは良かͬ たと思ͬていま
すɻʢ��୆றं Մೳʣ

˗͝ ࿑ۤͳ͞ ͬͯ Δ͍͜ͱ͸ʁ

　
։業౰初は΍はり金મ面でしたがɺࠓはʮいい人ࡐの
อ֬ʯでしΐうかɻಛにφʔスについてはなりたい人がͬݮ

てきているというのはありますɻ経ݧがある方は໪࿦です
がɺ職場がੑ׆ Խする為にはएい方もඞ要ですɻまたɺ
খࣇՊのಛ௃と思いますがɺࢠҭてを経ݧしているϚϚ
さんにདྷて௖けるとخしいですɻ自分のࢠҭて経ݧを基
にऀױ さんの૬ஊにものれますからɻ

਍̠ྍ のࡍにؾΛͭ ͚ͯ Β͍ͬ Ό͠Δ͜ͱ͸ʁ

　
医療はサʔビスだと思ͬていますɻ良質な医療サʔビ

スを提供する為には最新の஌識がඞ要でɺ熊本中央病
院で։࠵されているhখࣇՊ࠙ ࿩会ɦが大変勉強になͬて
いますɻ熊本中央病院在੶中ɺલ೚のখࣇՊ部長ݹ੉
ত夫ઌ生がͬڼていたʮઈ対なんらかの౴えを出さないと
いけないʯという言葉が心に࢒りɺ一つの信念となͬてい
ますɻʮ౴えʯを出しɺ心഑でいらしたऀױ さんにはসإで
て௖けるように誠実な医療を心ֻؼͬ けるようにしていま
すɻ

連携医療機関インタビュー

�˟�������熊本ೆࢢ �������ӽߐ۠
5&-ɿ������������

　
'"9ɿ������������

ʲ݄ ɾՐɾ໦ɾ金rޕલ����ʙ��ɿ��
　
������ʙ�ɿޙޕ

ਫ̡rޕલ����ʙ��ɿ��
　
౔̡rޕલ����ʙޙޕ�ɿ��

Իָ がお޷きでٳみの日はラΠϒをָ しむという੉ޱ院長ɻ୅਍を選択しな
い理༝の一つとしてʮ皆さんɺࢲに会いにདྷてԼさͬているのでʢসʣʯとのことɻ
Πϯλビϡʔの間ɺऴࢲ࢝達をসإにして௖きましたɻ

นに仕੾られた�つの਍ࣨ࡯ の他にɺ感છ঱਍ࣨ࡯もผに഑ஔされていますɻ
またɺऀױ さんが院಺を時計ճりにҠಈすることでऀױ さん同࢜が会わない様
഑ྀ された建物のߏ଄になͬておりɺ̓ 心して਍࡯をडけることが出དྷますɻ

໦のงғ気がૉఢな待߹ࣨ ɻচஆ๪で更にշదですɻ

͙ͤ খͪࣇՊΫϦχοΫ

ɹ
௨ྲஂྀ ஍ۙ ɺ͘ฏ੒͚ ΍͖ ௨ΓԊ͍ Ґʹஔ͢ Δͤ ͙ͪ খࣇՊΫϦχοΫ΁͓ अຐ͠ ·͠ ɻͨ։͠ۀ �ͯ೥ɺӹʑएʑ͠

Ξ͘ΫςΟϒʹ ༂͞׆͝ Εͯ Δ͍੉ޱઌੜ΁͓ ࿩͠Λ͍࢕ ·͠ ɻͨ
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くまちゅう画像ネット放射線科

きぬはら整形外科クリニック　院長　絹
きぬはら

原　寛
ひ ろ し

士

　
は熊本中央病院の๺東໿̎ࢲ Ωϩϝʔτルのॴでɺ

き͵ はら੔ܗ֎ՊΫリχοΫを։業しておりますݜ原と申
しますɻ熊本中央病院にはɺ医ऀ になりたてのݚࠒमさ
せて௖いたりɺҎલより஌り߹いのઌ生が多くいらͬしΌ
るためɺついつい؁えてしまい੔ܗ֎Պのઌ生方を࢝め
としてɺ֤ Պのઌ生方にもࠔ೉な঱ྫ をお願いしておりɺ
大変ご迷࿭をおかけしておりますɻまた์ ઢࣹՊにはಛ
にа̧ ݕ̞ࠪ で大変お世࿩になͬておりますɻ

　
お༠い௖きฏ成��年̑ よ݄り஗まきながらʮくまちΎ

う画૾ ωοτʯに参Ճさせて௖きましたɻその感想は一
言で言うとද୊のとおりですɻくまちΎう画૾ ωοτにはɺ
いろいろなϝリοτがあͬて現在のところσϝリοτは全
くありませんɻ一൪の利఺はࠪݕ の༧໿をऔるࢣޢ؃さ
んの࿑力の௿Լですɻ導ೖલは熊本中央病院のड෇に
空き時間を֬ ೝしɺऀױ さんに఻えɺऀױ さんのྃ ղを
ಘてɺ再౓中央病院のड෇の方に༧໿するというɺ̎
౓ख間ɺ̏ ౓ख間がかかͬていましたɻところがɺ現在
は画面を見ながら౔༵ 日でも༧໿がऔれますのでとͬて

�˟�������
　
熊本ࢢ中央۠ 出ਫ�ஸ目�����

࿩ి
�
�
�
������������

��
̛̖ ̭

�
�
�
������������

ɹɹɹ�
͖͵ ͸Β੔ܗ֎ՊΫϦχοΫ

਍̇ྍ Պ໨ɿ੔ܗ֎Պ
　
リϋビリςʔγϣϯՊ

ʮ̇͘·ͪ Ύ͏ը૾ ωοτʯࢀՃҩྍ ػؔ
��

����年��݄ 現在

ҩྍ ػؔ শ໊ ॅ
ɹ
ॴ ҩྍ ػؔ শ໊ ॅ

ɹ
ॴ ҩྍ ػؔ শ໊ ॅ

ɹ
ॴ

� ळ௡ϨʔΫλ΢ϯΫϦχοΫ
ɹ

熊本ࢢ �� খࢁң௎Պɾ಺ՊΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� ౦෦ΫϦχοΫ 熊本ࢢ

� あ͚ の̈́ΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� ย੉಺ՊҩӃ 熊本ࢢ �� Ӭ޿ҩӃ Ѩો܊

� ౦පӃ 熊本ࢢ �� ͖͵ ͸Β੔ܗ֎ՊΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� ೒ΫϦχοΫ 熊本ࢢ

� Ѩ෦಺ՊҩӃ 熊本ࢢ �� ຊճੜձපӃ۽ 上益৓܊�� ͸͘ Μ͟ң௎Պ॥ث؀ՊΫϦχοΫ 熊本ࢢ

� ੉පӃߥ
ɹ

上益৓܊�� ຊηϯτϥϧපӃ۽ ٠஑܊ �� ౦۽ຊୈೋපӃ ٠஑܊

� ੓̓ொϝσΟΧϧΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� ΫϦχοΫݪ܂ 熊本ࢢ �� ;͡ のҩӃ 熊本ࢢ

� ஑ా ಺ՊҩӃ 熊本ࢢ �� ֎Պ಺Պ஑ా ҩӃ 熊本ࢢ �� ӹ৓தԝපӃ 上益৓܊

� ͍ͣ ΈΫϦχοΫң௎Պɾ಺Պ 熊本ࢢ �� ߳ా ੔ܗ֎Պ 上益৓܊�� দݪϦ΢ϚνՊ੔ܗ֎Պ 熊本ࢢ

� ҪපӃ 熊本ࢢ �� ࠤా ֎Պ಺ՊҩӃ 熊本ࢢ �� ࿬ΫϦχοΫٶ 熊本ࢢ

�� ڕॅ ΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� ୔ా ಺ՊҩӃ 熊本ࢢ �� फ૾ ҩӃ 熊本ࢢ

�� Ӊ৓ࢢຽපӃ Ӊ৓ࢢ �� ՊҩӃث಺Պൻ೘ٶのࡾ 熊本ࢢ �� क԰ҩӃ 熊本ࢢ

�� ͏ͪのখࣇՊখࣇ֎Պ Ӊ৓ࢢ �� のͦͩ ೴ਆܦ֎ՊҩӃ 熊本ࢢ �� ୩ా පӃ 上益৓܊

�� Ӊ౔தԝΫϦχοΫ Ӊ౔ࢢ �� ઍߴึ ொࠃຽ݈ පӃݥอ߁ ٶ࡚ ݝ �� ΍·΋ͱൻ೘ثՊΫϦχοΫ Ӊ౔ࢢ

�� ͕͑ Β͠ΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� ͳ͔ͨ ಺Պɾ؟Պ 上益৓܊�� ༦਍ΫϦχοΫ
ɹ

熊本ࢢ

�� େ۾੔ܗ֎ՊҩӃ 熊本ࢢ �� ·ͨの͍ ಺ՊΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� Α͠ΉΒ಺Պ॥ث؀Պ 上益৓܊

�� ॹํ ফԽث಺Պ 熊本ࢢ �� தԝਔΫϦχοΫ 熊本ࢢ �� Θ͔ ͹ΫϦχοΫ 熊本ࢢ

�� খެࠃ පཱӃ Ѩો܊ �� ౔Ҫ಺Պң௎ՊҩӃ 熊本ࢢ

ͳͥ ΋ͬͱૣ Ճ͘͠ࢀ ͳ͔ ͬͨ Μͩ Ζ͏ʁ
もスϜʔスですɻ

　
൪̎目の利఺としては画૾ 供ཡする時にҎલは̘ ̙

からಡみࠐんで画૾ を見せていましたが導ೖޙはΦϯラ
Πϯで提供されますのでɺかなり時間の୹ॖ になりまし
たɻその他の利఺としてɺ最ۙ ではプリϯλʔをઃஔ௖
きऀױ さんにॴ見のίϐʔを౉したりɺ༧໿ॻを౉した
り出དྷておりますɻ

　
このようにとてもすばらしいγスςϜであると思いますɻ
さらにお願いできるとすればɺྫ えばࠊ௣а̧ で̞ཛ૥
のजᙾがあͬてɺ් 人Պに঺հしたい時なͲにɺͲこの
医療ؔػ がՃೖしているのかがղればɺ঺հ時に̘ ̙
をૹ෇してもらうख間がলけてॿかりますɻকདྷ的には
熊本ࢢの全医療ؔػ がこの様なωοτでܨがればɺ঺
հ΍ٯ঺հなͲもより΍り΍すくなるのではと思いますɻ
の発展に期待させて௖きますɻޙࠓ

　
ױもたくさんのऀޙࠓ さんをお願いする事と思います

がɺԿଔよろしくお願いいたしますɻ

くまちゅう画像ネット
運営委員会事務局

ʢ஍Ҭҩྍ࿈ࣨܞʣ

ిɹ࿩ɹʢ��6ʣ�����111ʢ୅ʣɹ಺ઢ �1�1
̛̖̭   ʢ��6ʣ21������ 
&�NBJM   DIJJLJ!LVNBDIV�HS�KQ
ϗʔϜϖʔδɹIUUQ���XXX�LVNBDIV�HS�KQ 

お問い合わせ、資料のご請求はくまちゅう画像ネット運営委員会事務局（地域医療連携室）までご連絡下さい。
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心臓血管
外科

循環器科

　心臓血管外科部長　田
た む ら

村　暢
のぶしげ

成

　循環器科　西
にしじま

嶋　方
つねのり

展

　
大ಈ຺ ᚅは自֮ ঱ঢ়がないことが多いためにɺഁ ྾し

て初めて気෇くような࣬ だͬױ たのですがɺۙ 年は$5΍
.3*ɺΤίʔなͲが発達したおかげで਍断のػ会が૿ えて
དྷていますɻҎલは࣏療方法として։ڳɾ։ෲखज़しかあ
りませんでしたがɺۙ 年はスςϯτグラϑτという方法が։
発されましたɻ௿৵ऻであることが最大のϝリοτでɺٸ଎
に世ք中に޿まͬてきていますɻ

　
まず大ಈ຺ ᚅのखज़療法ʢ0QFO

�
TVSHFSZʣとしてɺڳ部

大ಈ຺ ᚅはෲ部にൺべてはるかに৵ऻが大きくなりますɻ
我がࠃでのखज़ࢮ๢཰はٷ部大ಈ຺ で��ఔ౓ですがɺෲ
部大ಈ຺ ᚅは��ະຬの施ઃが́ とんͲですɻ多くは自֮
঱ঢ়がありませんのでɺഁ ྾のݥةがഭͬてくるサΠζを
खज़ద応としていますɻʢਤ�ʣ

　
スςϯτグラϑτ࣏療もखज़ద応となるᚅのサΠζは同じ

ですɻ࣏療のಛ௃はਤ�のごとくですɻᚅの部Ґ΍ܗଶで

　
����年�݄��日から�݄�日までϤʔϩού心ଁ 病学
会	&4$
がΦラϯダのΞϜスςルダϜで։࠵されましたɻ
参Ճऀ は໿�ສ人でɺࢲはʮ%JSFDU

�
qPX
�
VUJMJ[JOH

�
UIF
�BOHJPTPNF

�
DPODFQU

�
JT
�
WBMVBCMF

�
GPS
�
TBMWBHJOH

�
MJNCT

�
JO
�DSJUJDBM

�
MJNC
�
JTDIFNJB

�
QBUJFOUTʯというԋ୊で発දさせて

௖きましたɻϙスλʔ発දでしたがɺࠓ年からはEJTDVTTBOU
という学会ࢦ定のFYQFSUが一人一人に質໰してまわるγスς
ϜとなͬておりɺPSBM

�
QSFTFOUBUJPÓͲではないものの΍

大動脈瘤に対するステントグラフト治療

ヨーロッパ心臓病学会の報告

心臓病カンファレンスだより�

心臓病カンファレンスだより�

ਤ� ਤ�

スςϯτグラϑτ࣏療が出དྷない事もありますɻखज़ޙにス
ςϯτグラϑτがҠಈしたりɺグラϑτのܺ 間からᚅ಺に݂
ӷが࿙れたりʢΤϯυリʔΫʣすることがありますのでɺ定期
的に଄Ө$5でϑΥϩʔするඞ要がありますɻΤϯυリʔΫに
よͬてᚅഁ ྾を起こすこともありますのでɺ追Ճのスςϯτ
グラϑτ࣏療を要する場߹がありますɻ

　
0QFO

�
TVSHFSZにൺべてスςϯτ࣏療の方に重঱ऀױ さ

んが多いのですがɺखज़ࢮ๢཰をൺֱ しますと両ऀ は́ ΅
同ఔ౓ですɻ

　
खज़৵ऻがܰ いので重঱ऀױ さんには大きな福Իとなる

ݕ療法ですがɺ଄Ө$5による定期࣏ࠪ の߹ซ঱΍Τϯυ
リʔΫの໰୊がありますɻࠓはまだເの࣏療法とまでは言
えずɺ঱ྫ ごとに0QFO

�
TVSHFSZとスςϯτグラϑτの࢖い

分けがඞ要ですɻスςϯτグラϑτのޙࠓの発展が期待さ
れますɻ

΍ۓ張感がありましたɻ

　
日本では��̂を௒える時期でもΞϜスςルダϜでは��̂
ఔ౓とྋしくɺϗςルから学会会場までの�LNఔ౓はຖ日ɺ
歩ెでԟ෮しましたɻۙ いͮてくる自సं はϚϚνϟリ仕様

のものでもฏۉスϐʔυが高くɺνΣʔϯから発生するϊΠζ
なͲもฉかれずɺͲの自సं もよく੔උされていましたɻΦ
ラϯダはϤʔϩούの中でも自సं ઌ進ࠃとして༗名でɺं
ಓと歩ಓの間にあるきれいな自సं ಓがࠃの຤୺まで੔උ
されていますɻそのためɺΞϜスςルダϜは熊本と同ఔ౓の
人ޱですがɺं はൺֱ 的গなくྋしかͬたこともあり空気が
ਗ਼ྋでしたɻ皆さんもػ会があればɺͥひ๚れてみてԼさいɻ

基礎講座 10 月

ਤ�
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循環器科

　循環器科　森
もりひさ

久　健
け ん じ

二
　
初਍の心๪ࡉಈの঱ྫ をみた場߹ɺಈዲ΍心不全による
ଉ੾れなͲ目に見える঱ঢ়をとるとともに೴࠹ߎのリスΫとそ
の༧๷についても考ྀ するඞ要がありますɻ現在心๪ࡉಈ
঱ྫ の݂ ખ࠹ખ঱のリスΫධ価としては$)"%4�スίΞ	$�
うͬ ݂ੑ 心不全ɺ)�高݂ ѹɺ"ࡀ���Ҏ上ɺ%�౶೘病を֤
�఺ɺ4�೴ଔ中�一աੑ ೴݂ڏ 発作のطԟを�఺とし最大�
఺
΍$)"�%4��7"4DスίΞ	$�うͬ ݂ੑ 心不全

�
�఺ɺ)�

高݂ ѹ঱
�
�఺ɺ"ࡀ���Ҏ上

�
�఺ɺ%�౶೘病

�
�఺ɺ4�೴ଔ

中
�
�఺ɺ7�݂ܥ؅࣬ ױ

�
�఺ɺ"���ʙࡀ��

�
�఺ɺ4D�ঁੑ

��఺の最大�఺
が࢖༻されていますɻ日本॥ث؀学会のΨΠ
υラΠϯでは$)"%4�スίΞ�఺Ҏ上ではϫルϑΝリϯɺダ
ビΨτラϯともਪ঑ɺ$)"%4�スίΞ

�
�఺の঱ྫ ではϫルϑΝ

リϯは考ྀ ՄɺダビΨτラϯはਪ঑となͬておりɺより௿リス
Ϋの঱ྫ でも新نのݻڽ߅ༀの࢖༻はਪ঑されるようになͬ

心房細動に対する新規抗凝固薬の使い方

ױऀٸۓ̍� のରԠ

॥̠ث؀ϗοτϥΠϯ̠
�
�������������

॥ױٸث؀の場߹は��時間対応しますのでɺ上記へ
ご࿈བྷ௖きますようお願いகしますɻ

ಈ຺ף̎� ̘̩ ɾ心ଁ Χςʔςϧࠪݕ ґཔ

　��
お̇ి ࿩でೖ院日ɺࠪݕ 日をܾ めることができますɻ

　　　　
˰
　
ὸ������������ʢ୅දʣ

�̏ϗϧλʔ心ి ਤղੳのਃࠐΈ

　��
生̇理ࠪݕ あࣨてにお申ࠐみԼさいɻ方法はその時
にઆ໌ いたしますɻ

�̐ϑΝΫγϛϦ心ి ਤղੳґཔ

　��
判̇断にࠔるような঱ྫ の場߹ɺ心ి ਤをૹ෇して௖
ければ୲౰医がղಡしてޚ返事கしますɻ

　　　 ૹ෇ઌ̛ ̖̭ ɿ������������
�݄̑ 心ྫଁ පΧϯϑΝϨϯε

　��
ຖ݄̇ 第�ਫ༵ 日ɺޙޕ�時��分より؅理౩�֊
大ߨಊにて঱ྫ を中心とした勉強会をӡ営し౼ݕ
ていますɻ参Ճは自༝ですので଍をおӡͼԼさいɻ
心ి ਤ૬ஊもகしますɻ

　　��
໰い߹わせはɺ಺ઢ����ɺ॥ث؀Պൿॻまでお
願いしますɻ

心臓病カンファレンスだより�

ていますɻ

　
現在日本では直઀τϩϯビϯ્ プ	ༀであるダビΨτラϯ֐

ラβΩサ
ɺ第9B因્ࢠ Πグβ	ༀであるリόʔϩΩサόϯ֐
Ϩルτ
ɺΞϐΩサόϯ	ΤリΩϡʔス
の�छྨ が࢖༻Մೳと
なͬていますɻいずれのༀࡎɺ༻ྔ についてもϫルϑΝリϯ
とのൺֱ で೴ଔ中をؚݧࢼ む全਎ੑ ખ঱については非ྼ࠹
がੑূ さ໌れておりɺ಄֖ ಺出݂ はϫルϑΝリϯにൺべগ

ない޲܏がありますがそれͧ れগしずつಛ௃がҟなりɺ利
఺ɺܽ ఺があります	ਤ�
ɻ新ݻڽ߅نༀについてはこれま
でのྟ চσʔλを参考にしてɺऀױ ಛੑ に基ͮ いた選択が
ඞ要となります	ਤ�
ɻޙࠓɺऀױ എܠ΍ਛػೳɺซ༻ༀ
なͲを考ྀ し࢖い分けていくことでݻڽ߅による࠹ખ঱の༧
๷΍߹ซ঱の཈੍ を行ͬていくことが重要になͬてくるもの
と考えますɻ

合同カンファレンス 11 月

ױऀ ಛੑ جʹͮ ͍ͨ ४جༀͷબ୒ݻڽ߅
8FJU[

�
+*�)FNBUPMPHZ

�
�����5BCMF

�
�

ױऀ ಛ௃ ༀࡎ

ցหPSػ
�
หບ঱ੑ ৺๪ࡉಈ

*/3
�
ঢ্Λ൐͏؊ো֐

ϫϧϑΝϦϯ
ϫϧϑΝϦϯ

ίϯϓϥΠΞϯεෆྑ
ϫϧϑΝϦϯͰ̓ ఆ

ϫϧϑΝϦϯPS
�
ͳ͠

ϫϧϑΝϦϯ

$DS̒ ��NM�NJO
$DS�����NM�NJO

ϫϧϑΝϦϯ
ϦόʔϩΩαόϯPS

�
ΞϐΩαόϯ

%ZTQFQTJB
�
PS
�
෦্ফԽ؅঱ঢ়

࠷ۙ ͷফԽ؅ग़݂
ϦόʔϩΩαόϯPS

�
ΞϐΩαόϯ

ΞϐΩαόϯ

࠷ۙ ͷϫϧϑΝϦϯ಺෰தͷ೴࠹ߎ
࠷ۙ ͷੑٸ ঱ީף ܈

μϏΨτϥϯ
ϦόʔϩΩαόϯPS

�
ΞϐΩαόϯ

৽ݻڽ߅ޱܦنༀͷൺֱ

μϏΨτϥϯ
ʢϓϥβΩαʣ

ϦόʔϩΩαόϯ
ʢΠάβϨϧτʣ

ΞϐΩαόϯ
ʢΤϦΩϡʔεʣ

利
点

௿ϦεΫ঱ྫ ༗ʹޮ
�༻ྔ બ͕୒Ͱ͖Δ
ʢଞͷࡎ�͸ྔݪ ج
४͋Γʣ
೴ग़݂ ঱ൃ͕ গͳ͍
೴࠹ൃߎ ঱͕ গͳ͍

�೔�ճ
ҰแԽՄೳ
$DS
�
��NM�NJO·Ͱ

Մ༺࢖
खज़࣌ͷٳༀ࣌��
ؒ
೔ຊਓಠࣗ ͷྔ
คࡅ౤༩Մ

๢཰௿Լࢮ
ҰแԽՄೳ
$DS
�
��NM�NJO·Ͱ

Մ༺࢖
ग़݂ ༺ϦεΫʹ༗ߴ
ॏಞͳग़݂ ঱ʢফԽ
؅ʣ௿Լ
ซ༻سېༀ͕ ͳ͍

欠
点

%ZTQFQTJB͕ ଟ͍
ʢ���ʣ
ਛػೳো֐ʹ ͍࢖ ʹ
͍͘
�೔�ճ
େखज़࣌�ʙ�೔ٳ
ༀ
ҰแԽෆՄʢ࣪ٵ ʣੑ

ϦεΫ௿͕ݮ ௿͍
سې֐ೳোػ؊
ʢ$IJME�1VHI

�
#·ͨ͸

$ʣ

�೔�ճ
ϞχλϦϯάͰ͖ ͳ͍

ਤ�ਤ�
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国家公務員共済組合連合会

熊本中央病院

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
が
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
新
し
き
計
画
の
成
就
は
只
（
た
だ
）
不
屈
不
撓
（
ふ
く
つ
ふ
と
う
）の
一
心
に
あ
り
。
さ
ら
ば

ひ
た
む
き
に
、
只
想
え
、
気
高
く
強
く
、
一
筋
に
」（
中
村
天
風
）
　

　こ
の
思
想
家
中
村
天
風
氏
の
言
葉
は
、
稲
盛
和
夫
氏
が
日
本
航
空
の
再
建
に
あ
た
っ
て
全

職
員
に
対
し
て
述
べ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
会
社
更
生
法
の
申
請
を
し
た
日
本
航
空
で
す
が
、

営
業
は
続
け
ら
れ
て
お
り
職
員
に
は
会
社
を
か
な
ら
ず
再
建
さ
せ
る
と
い
う
意
識
が
弱
か
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
京
セ
ラ
の
経
営
理
念
を
参
考
に
日
本
航
空
の
企
業
理
念
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
　
　日
本
航
空
グ
ル
ー
プ
は
、
全
社
員
の
物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
し
、

一
、
お
客
様
に
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
企
業
価
値
を
高
め
、
社
会
の
進
歩
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

　稲
盛
氏
が
「
職
員
の
物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
」
を
最
初
に
掲
げ
た
こ
と
は
非
常
に
印
象

的
で
す
。

　す
な
わ
ち
、
職
員
が
働
き
が
い
を
感
じ
る
職
場
で
な
け
れ
ば
、
お
客
様
に
最
高
の
サ
ー
ビ

ス
は
で
き
ず
、
株
主
に
も
報
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
考
え
が
基
本
に
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
会
社
の
再
建
を
自
分
の
事
と
し
て
と
ら
え
、
職
員
個
々
の
頑
張
り
を
引
き
出
す

ね
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
稲
盛
氏
は
、
世
の
た
め
人
の
為
に「
人
間
と
し
て
正
し

い
こ
と
を
す
る
こ
と
」
を
経
営
の
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
を
幹
部
職
員
に
徹
底
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
利
己
的
な
会
社
経
営
か
ら
、「
利
他
の
心（
他
人
を
利
す
る
こ
こ
ろ
）」を
基
本
と
し
た

い
わ
ゆ
る
徳
に
よ
る
経
営
理
念
で
す
。
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
稲
盛
氏
は
全
職
員

に
誰
に
も
負
け
な
い
努
力
と
果
て
し
な
い
創
意
工
夫
を
要
求
さ
れ
、
職
員
の
個
々
の
意
識
を

変
え
る
こ
と
に
成
功
し
早
期
の
日
本
航
空
の
再
建
に
成
功
し
ま
し
た
。（
燃
え
る
闘
魂
、
稲

盛
和
夫
）

　ま
た
、
稲
盛
氏
は
名
著「
生
き
方
」の
中
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、｛「
人
間

と
し
て
正
し
い
こ
と
を
す
る
」
原
理
原
則
に
沿
っ
て
生
き
る
こ
と
は
、
物
事
を
成
功
へ
導
き

人
生
に
大
き
な
実
り
を
も
た
ら
す
｝、
す
な
わ
ち
人
生
で
も
仕
事
に
お
い
て
も
迷
っ
た
時
は
、

己
の
利
益
を
離
れ
、
愚
直
で
不
要
領
な
生
き
方
を
あ
え
て
選
択
す
る
こ
と
が
長
い
目
で
見
れ

ば
成
功
に
導
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　こ
の
稲
盛
氏
の
哲
学
は
、
菜
根
譚（
さ
い
こ
ん
た
ん
）に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、「
善
を
為

す
も
其
の
益
を
見
ざ
る
は
、
草
裡（
そ
う
り
）の
東
瓜（
と
う
り
）の
ご
と
し
。
自（
お
の
）ず
か

ら
応
に（
ま
さ
に
）暗
に
長
ず
べ
し
」（
善
行
を
し
て
も
、
そ
の
良
い
効
果
が
み
え
な
い
の
は
、
叢

（
く
さ
む
ら
）の
中
の
瓜
の
よ
う
な
も
の
で
、
人
に
み
え
な
く
と
も
、
自
然
に
成
長
し
て
い
く
）、

陰
徳
を
積
み
重
ね
れ
ば
か
な
ら
ず
い
つ
か
報
わ
れ
る
と
い
う
因
果
応
報
の
考
え
で
す
。

　現
在
熊
本
中
央
病
院
で
は「
質
の
高
い
誠
実
な
医
療
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献
」を
果
た
す
べ

く
、
第
二
期
中
期
計
画
を
作
成
し
全
職
員
の
協
力
の
も
と
に
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。
我
々

に
は
、
勤
勉
で
篤
実
な
職
員
が
い
る
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
信
頼
と
い
う
資
金
も
あ
る
、

あ
と
は
不
屈
不
撓
の
心
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
達
の
奮
起
を
期
待
し
た
い
。
こ
れ
は
熊
本
中
央
病

院
に
も
こ
の
日
本
に
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　本
年
も
熊
本
中
央
病
院
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

文
責

　大
嶋

　秀
一

不
屈
不
撓
の
一
心
に
あ
り

編
集
後
記

くまちゅう TOPICS
「熊本心臓病カンファレンス / 熊本呼吸器病懇話会合同講演会を開催しました」

「熊本中央病院バドミントン部始動」

　
ฏ成ùü年øø݄�日ʢਫʣ熊本全日空ϗςルχϡʔスΧΠにてʮ熊本心ଁ 病ΧϯϑΝϨϯス
熊本ثٵݺ病࠙ ࿩会߹同ߨԋ会ʯを։࠵しましたɻúù名の地域のઌ生方に参Ճ௖きɺ院
಺からもûú名のスλοϑが参Ճしましたɻ

　
地域のઌ生方との勉強会はɺ॥ث؀Պがত和üù年よりʢ計úýþճʣɺثٵݺՊがত和üÿ
年よりʢ計ú÷ÿճʣຖ݄ ։࠵しているྺ ԋ会はຖ年øø݄にߨのある勉強会ですɻ߹同の࢙
։࠵していますɻ

　
年は心ଁࠓ ؅݂֎

Պが։ઃùü年のઅ目の
年でしたのでɺ部長の
村ాெ成医ࢣより心ଁ
؅݂֎Պの歩みも঺հ

させて௖きましたɻ

　
をよりਂめܞも勉強会を重ね地域のઌ生方との࿈ޙࠓ

ていきたいと考えておりますɻઌ生方のご参Ճをお待ち
しておりますɻ

　
౰院ではࡢ年όυϛϯτϯ部をཱ ち上げましたɻᖛ
ହా೭院長ɾ٢Ӭ݈ ෭院長をච಄に計ùü名ʢ院֎ؚ むʣ
の会員でߏ成されていますɻ

　
病院ݝ熊本ق年øø݄に出場したʮฏ成��年౓ळࡢ

対߅όυϛϯτϯ大会ʯではɺ見事$リʔグのܾ উτʔφ
ϝϯτ進出を果たすも࢒念ながら準ܾ উでഊୀしまし
たɻ本年�݄に։࠵༧定の大会ではɺνʔϜ一ؙとな
り༏উを目ࢦしますʂ


